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成果概要 

単純ヘルペスウイルス 2型（HSV-2）の母子感染は重篤な新生児ヘルペスを引き起こすが、これに関
わる因子は明らかになっていない。我々は、これまで、母子双方から分離したウイルスの性状を比較
解析することにより、児由来ウイルスのほうが培養細胞における高温での増殖性において勝っている
ことなどを明らかにしてきた。そこで、本事業による支援を得て研究を進めた結果、以下の四点が明
らかとなった。 

1） 児由来ウイルスにはある遺伝子に変異／欠損があることを明らかにした。 
2） 母体由来ウイルス感染細胞と児由来ウイルス感染細胞の間で発現量に違いのある宿主蛋白

質をプロテオーム解析により合計 7つ同定した。このうち一つは RNA の代謝・機能に関わる
蛋白質で、児由来ウイルス感染細胞においては C末端側領域を欠如したものの量が増えてい
るように思われた。 

3） 上記で同定した宿主蛋白質の発現系を作成し解析を行ったところ、その内の一つはリン酸化
の修飾を受けることが示唆された。 

4） 米国で新生児ヘルペスから分離された HSV-2 の遺伝子変異を解析したところ、日本での母子
感染例と同じ蛋白質をコードしている遺伝子での変異が 17 患者中少なくとも 3 患者で検出
された。 

ウイルスのトロピズムを決定する細胞側の因子として、麻疹や HIV などレセプターによるものと、
インフルエンザやパラミクソウイルスのプロテアーゼ感受性などが知られている。HSV の母子感染に
おいて、母体には複数の遺伝子型のウイルスが存在するが、温度感受性の性状が児への感染に影響す
るため、ある遺伝子の欠損型が選択されるという、これまでに報告のない HSV のトロピズムに関する
研究といえる。 
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